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学校運営協議会「コミュニティ・スクール」とは  
平成 27 年 12 月に取りまとめられた中央教育審議会答申「新しい時代の教育と地方創生の実

現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」を踏まえ、学校運営協

議会の設置の努力義務化やその役割の充実などを内容とする、「地方教育行政の組織及び運営に

関する法律」の改正が行われ、平成 29年 4月 1日より施行されました。大郷小学校では、令和

3 年１月 20日に学校運営協議会を発足しており、市内の小中学校全校にも令和 4年度中に設置

されました。本校の学校運営協議会は３年目となります。 

また、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、学校運営協議会には主に 3つ

の役割があります。 

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する 

②学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べることができる 

③教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べる 

ことができる 

学校運営協議会が設置された学校を「コミュニティ・スクール」と呼びます。コミュニティ・

スクールとは、学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域

とともにある学校」への転換を図るための有効な仕組みです。コミュニティ・スクールでは、学

校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくこ

とができます。 

 

№ 役 職 氏 名 地区・学校での役職等 

1 会 長 三部 市則 様 大郷コミュニティセンター所長 

2 副会長 山川 一則 様 教育後援会会長 

3 委 員 菱沼 健一 様 町内連合会会長・見守り隊会長 

4 委 員 丹野 壽美 様 民生児童委員副会長 

5 委 員 奥山  亮 様 前大郷小ＰＴＡ会長 

6 委 員 大泉 晴菜 様 大郷小ＰＴＡ子育ちサポート委員長 

7 委 員 三部 敏子 様 主任児童委員 

8 委 員 松井  愛 様 大郷小ＰＴＡ会長・ほっとるうむ代表 

9 委 員 相田 真弓 様 学童クラブ支援員 

10 委 員 秋鍬 直人 様 絆の会代表 

学校運営協議会たより 



今年度第１回学校運営協議会の内容について 
 第１回の開催内容は右の次第のとおりです。まず、今年度委員に

なっていただいた菱沼健一様と大泉晴菜様に山形市教育委員会か

らの「任命状」をお渡ししました。本協議会には会長・副会長をお

くことと定められていますので、選任を行い、三部市則様に会長、

山川一則様に副会長をお願いすることになりました。 

 協議に入り、校長より「今年度の学校運営方針」について説明さ

せていただきました。まず、学校教育目標の意味付けと、新たなと

らえ方について提案しました。 

 

学校教育目標『自立と共生 誇りと信頼』 
《自立》学び続ける学校    ⇒『子供も教員も学び続ける学校』 

《共生》地域と共に歩む学校  ⇒『自他のいのちを大切にする学校』 

《誇り》確かな学力を育む学校 ⇒『地域を愛し、誇りにする学校』 

《信頼》多様性に開かれた学校 ⇒『応援され、支援される学校』 

 

 次に、今年度の取り組みの重点として５点を提案し、承認していただきました。 

（１）子供の育ちに向けた実践研究と授業改善 

（２）子供主体の学びの日常化 

（３）安心・安全な環境整備及び、子供の判断力の醸成と育成 

（４）家庭・地域との連携及び、教育資源の活用 

（５）「ウェルビーイングな学校づくり」 

 

さらに、今後の課題と方針について提案させていただき、ご意見を頂戴しました。 

（１）築 52年目の校舎、築 40年目の体育館の維持管理について 

（２）中庭の「ひょうたん池」の埋め立てについて 

（３）「放課後遊び」をなくすことについて 

（４）「大郷こどもクラブ」1人あたりの専用区画面積不足について 

（５）「浸水計画地域」としての対応について 

（６）玄関施錠による防犯及び不審者の侵入対策について 

 

みんなのコミュニティ『ほっとるうむ』について 
 令和３年の本校の学校運営協議会の発足時に、みんなのコミュニティ「ほっとるうむ」が開設

されました。学校内に子供と保護者が心を開く場を増やすことによって、子供の成長や子育てを

支えることと、学校のさらなる安心感を醸成することを目的としています。 

毎週火曜日の９：３０～１２：００の開設で、郷の学校ボランティアの松井愛さん・三部敏子

さんをはじめとするスタッフのみなさんが運営しています。郷の学校ボランティアの皆さんは、

本当に誰にでも温かく、優しく受け入れてくださいます。そして、親身になってお話を聴いてく

ださいます。 

 学校の中に教室や保健室、相談室以外にも「居場所」をつくっていただき、選択肢が増えたこ

とはたいへんすばらしいことです。 


